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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】心臓核医学における診断や治療方針決定の補助として、正常データベース（NDB）と疾患を
比較することで虚血範囲や重症度を判定する方法がある。使用する NDBは、機器や検査手技により異
なることから、施設ごとに作成することが望まれるが、統計学的に許容される数の正常例を集約する
ことは困難である。そこで閾値法を応用して、疾患データ群を用いて NDBに準拠するデータベース（コ
ントロールデータベース：CDB）を作成することを試みた。 
 
【対象】 
① 心筋ファントム 2種（模擬疾患の有無） 
② 201Tl負荷‐安静時心筋検査を施行した 204名（男性：152名、女性：52名）すべて負荷時と安静
時で検査しているので計 408データを使用 
 
【方法】心筋ファントム 2種類に対し撮像時間を変えて 12パターンのデータを収集し、0%～90%まで
の閾値設定で模擬疾患部を任意に除去した。それらを加算平均することで CDBを作成し、欠損部が及
ぼす影響について検討した。臨床データ群に対し 0%～70％までの閾値で病変部を除去し、それらを
加算平均して CDBを作成した。それと学会 NDBを比較し、病変の検出能を比較した。 
 
【結果】閾値設定で欠損部を除外することにより、NDBと等価なデータベースが作成できる可能性が
示唆された。セグメント毎に閾値調節することで、臨床データを使用して CDBが作成可能であった。 
 
【結論】 
閾値法を使用することにより、臨床データを CDB作成に用いることが可能になり、より各施設に即し
た解析が行える可能性が見いだせた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
【目的】心臓核医学における診断や治療方針決定の補助として、正常データベース（NDB）と疾患を
比較することで虚血範囲や重症度を判定する方法がある。使用する NDBは、機器や検査手技により異
なることから、施設ごとに作成することが望まれるが、統計学的に許容される数の正常例を集約する
ことは困難である。そこで閾値法を応用して、疾患データ群を用いて NDBに準拠するデータベース（コ
ントロールデータベース：CDB）を作成することを試みた。 
 
【対象】 
① 心筋ファントム 2種（模擬疾患の有無） 
② 201Tl負荷‐安静時心筋検査を施行した 204名（男性：152名、女性：52名） 
すべて負荷時と安静時で検査しているので計 408データを使用 
 
【方法】心筋ファントム 2種類に対し撮像時間を変えて 12パターンのデータを収集し、0%～90%まで
の閾値設定で模擬疾患部を任意に除去した。それらを加算平均することで CDBを作成し、欠損部が及
ぼす影響について検討した。臨床データ群に対し 0%～70％までの閾値で病変部を除去し、それらを
加算平均して CDBを作成した。それと学会 NDBを比較し、病変の検出能を比較した。 
 
【結果】閾値設定で欠損部を除外することにより、NDBと等価なデータベースが作成できる可能性が
示唆された。セグメント毎に閾値調節することで、臨床データを使用して CDBが作成可能であった。 
 
【結論】 
閾値法を使用することにより、臨床データを CDB作成に用いることが可能になり、より各施設に即し
た解析が行える可能性が見いだせた。 
 
以上より、本研究はデータベース構築に関する新たな知見をもたらしたのみならず、CT 減弱補正デ
ータ、半導体検出器使用データに対しても定量的な判断基準を提供できる可能性を示しているため、
心虚血疾患に対する核医学診断の発展に大きな意義を有するものである。よって、学術的価値が高く、
博士（医学）の学位を授与するに値するものと判断された。 
